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特別損失の計上、業績予想および配当予想の修正ならびに 

役員賞与の返上および役員報酬の減額に関するお知らせ 

 

当社は、平成 21 年３月期において、下記のとおり特別損失を計上するとともに、最近の業績の

動向等を踏まえ、平成 20 年 11 月７日に公表した連結業績予想および配当予想、平成 20 年 11 月

４日に公表した個別業績予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。また、これに伴い役

員賞与の返上および役員報酬の減額を行うことといたしましたので併せてお知らせいたします。 

記  
１．特別損失の計上  

 当社は、平成 21 年３月期連結決算において、急激な円高と株安に伴う投資有価証券評価損３

億３千８百万円、投資有価証券償還損２億４千７百万円を特別損失に計上いたします。 

 なお、個別決算においては、投資有価証券評価損２億９千万円、投資有価証券償還損２億４千

７百万円を特別損失に計上いたします。 

 
２．業績予想の修正  

（金額の単位：百万円） 

(1) 平成 21 年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 

百万円

31,500

百万円

100

百万円

850

百万円 

500 

円 銭 

 39 34 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 27,957 △182 620 △9  △0 73 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,543 △282 △230 △509 ―  

増 減 率（％） △11.2 ―  △27.1 ―  ―  

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年３月期) 28,503 △394 454 19  1 50 

(2) 平成 21 年３月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 

百万円

20,500

百万円

50

百万円

800

百万円 

470 

円 銭 

 36 98 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 17,794 △227 567 △6  △0 49 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,706 △277 △233 △476 ―  

増 減 率（％） △13.2 ―  △29.1 ―  ―  

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 3 月期）  18,952 △406 447 180  14 13 



(3) 修正の理由 

米国に端を発した世界的な金融危機が実体経済に深刻な影響を与え、需要は低迷し、急激な

円高と株安等により企業収益は大幅に悪化し、設備投資も減少いたしました。  
当連結会計年度の年度後半において、景気の急激な悪化による需要の低迷と嗜好の変化等に

より販売面で大きくブレーキがかかり、当社グループの売上高は予想数値を下回ることとなり

ました。また、利益面におきましては、上記の特別損失を計上したこと等により、当社グルー

プにおいて、当期純損失を計上する見込みとなりました。 

以上の理由等により、連結業績および個別業績の予想数値を修正するものであります。 

なお、平成 22 年３月期の業績予想につきましては、５月 15 日開示予定の平成 21 年３月期

決算短信で発表いたします。 

 

※ 上記の業績予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありま
す。実際の業績は経済情勢、今後の様々な要因により上記予想数値と異なる場合があります。 

 

３．配当予想の修正  
(1) 修正の内容 

 
１株当たり 

中間配当金 

１株当たり 

期末配当金 

１株当たり 

年間配当金 

前回予想(平成 20 年 11 月７日発表)  20 円 00 銭 30 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想  10 円 00 銭 20 円 00 銭 

当 期 実 績 10 円 00 銭   

(ご参考)前期実績(平成 20 年 3 月期） 15 円 00 銭 17 円 00 銭 32 円 00 銭 

 

(2) 修正の理由 

当社は、株主への配当政策を経営上の最重要課題のひとつとして位置づけており、利益配分

につきましては、財務体質と経営基盤の強化を図るとともに、株主の皆様への安定的な配当の

維持および適正な利益還元を基本としております。 

平成 21 年 3 月期においては、遺憾ながら当期純損失を計上する見込みとなりましたので、

期末配当については、金額を修正したうえで実施する予定であります。 

 

４．役員賞与の返上および役員報酬の減額 

 今般の業績下方修正・減配という大変厳しい結果に対し、その経営責任を明確にするため、 

平成 21 年５月 11 日開催の取締役会において、下記のとおり役員賞与の返上および役員報酬の減額

を行うことといたしました。 

(1) 役員賞与返上の内容 

第61期の役員賞与を全額返上 

(2) 役員報酬減額の内容 

代表取締役  平成21年５月から６月まで 役員報酬の20％を減額 

常務取締役  平成21年５月から６月まで 役員報酬の10％を減額 

 

以 上  


